
蝉
騨
鑑
隔
就
露
語
ｃ
尋
訴
患
謹
鑑
鴬
叩
鑪
蕊
罎
蕊

獣
悪
鰡
躍
遠
隔
手
術
指
導
に
成
功

ｒ

用
の
 
に
行
え
る
よ
う
に
し
、
よ
り
 
で
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
、
 ｎ
Ｏ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
を
用
い
た
遠
に
、
大
学
病
院
の
確
か
な
エ

ー

を
恥
ク
オ
リ
テ
イ
の
高
い
治
振
を
わ
れ
わ
れ
は
知
り
え
な
い
」
隔
手
術
や
還
隔
手
術
指
導
の
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
健
診

》
田
唖

私
睡
患
者
に
提
供
し
た
い
と
の
思
と
指
摘
。
国
内
の
メ
ー
カ
実
証
実
験
は
各
地
域
で
行
わ
シ
ス
テ
ム
を
提
供
。
再
生
医

》
藤
 
３
０
０
ｍ
の
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い
操
作
感
 

奉
恥
い
が
あ
る
。
一
瓦
炉
棄
側
Ｉ
に
、
日
本
の
外
科
医
に
う
れ
て
い
る
が
、
常
設
の
遠
隔
療
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
、
不

卜
ま
 
は
、
．
手
術
か
ら
得
ら
れ
る
デ
 
レ
ン
ド
リ
ー
な
犠
体
を
作
っ
実
証
実
験
施
設
は
国
内
初
と
妊
治
療
、
先
進
リ
ハ
ビ
リ
テ

恥
詞
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
Ｓ
ｕ
ｒ
ｇ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
得
な
る
。
同
施
設
で
は
、
Ｍ
Ｉ
１
シ
ョ
ン
等
の
先
端
医
振
を

藤
田
医
科
大
学
（
愛
知
県
豊
明
市
・
湯
澤
由
紀
エ
全
盲
琴
は
７
日
、
約
３
０
０
欲
離
れ
た
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
（
神
戸

、

｜
市
中
央
区
）
の
塞
皐
遠
隔
ロ
ボ
ッ
ト
実
験
施
設
（
墓
皐
都
港
区
）
と
結
び
、
メ
デ
ィ
カ
ロ
イ
ド
（
神
戸
市
中
央
区
）

し
一
一
ｉ
Ｃ
ａ
ｌ
 
ｌ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
’ 
ら
れ
る
Ｓ
ｕ
ｒ
ｇ
ｌ
Ｃ
ａ
ｌ
 
Ｌ
-Ｎ
ａ
ｇ
Ｏ
ｙ
ａ
と
一
体
展
開
し
、
医
療
に
お
け
る
産

が
開
発
し
た
手
術
支
擾
ロ
ボ
ッ
ト
「
ｈ
ｉ
ｎ
Ｏ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
サ
ー
ジ
カ
ル
ロ
ポ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
用
い
て
遠
隔
手
術
・

』
モ
 ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
Ｃ
ｅ
）
を
活
用
し
 Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
 と
な
り
、
ｈ
ｉ
ｎ
Ｏ
ｔ
Ｏ
ｒ
学
連
携
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｍ

罰
麺
た
い
狙
い
が
あ
る
と
し
た
。
 Ｃ
ｅ
を
、
メ
ー
カ
ー
は
も
ち
 ｉ
を
核
と
し
た
遠
隔
壬
術
プ
○
Ｄ
Ｅ
Ｌ
の
確
立
を
目
指

指
導
の
実
証
実
験
を
行
い
、
そ
の
模
様
を
公
開
し
た
。
同
大
学
は
こ
の
実
験
を
、
、
月
に
開
設
す
る
藤
田
医
科
大
学

宝
皐
先
端
医
撮
研
究
セ
ン
タ
ー
内
の
遠
隔
手
術
ト
レ
ー
’一
ン
グ
施
設
（
東
京
都
大
田
区
）
で
の
遠
隔
手
術
指
導
に
向
サ
率
 
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
で
は
、
操
ろ
ん
医
癩
者
や
国
民
と
一
緒
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
研
究
開
す
。
ｈ
ｉ
ｎ
Ｏ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
を

け
た
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
位
癒
づ
け
て
い
る
。
ま
た
非
公
開
で
、
人
と
の
類
似
性
が
高
い
生
体
（
ブ
タ
）
を
用
い
た
ｈ

両
指
作
が
一
度
電
気
信
号
に
変
換
に
活
用
す
る
手
立
て
差
考
え
 
発
を
進
め
る
。
同
シ
ス
テ
ム
 
用
い
た
遠
隔
手
術
指
導
は
、

縣
索
鶏
認
淫
露
誤
鑛
窪
噌
轆
篭
窮
地
塗
霊
峰
渉
黙

ｉ
ｎ
Ｏ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
に
よ
る
一
宏
一
遠
隔
胃
切
除
術
（
幽
門
側
胃
切
除
、
リ
ン
パ
節
郭
涜
残
胃
十
二
指
腸
吻
合
）
も
行

っ
た
。
須
田
康
一
・
同
大
学
医
学
部
総
合
消
化
器
外
科
単
羊
荏
教
授
／
高
度
慣
報
医
癒
外
科
学
共
同
研
究
購
座
教
授

は
、
手
術
指
導
と
遠
隔
手
術
と
も
に
「
成
功
し
た
」
と
報
告
し
た
。
今
後
、
東
南
ア
ジ
ア
を
想
定
し
「
海
外
と
の
遠
 す
た
め
に
必
要
な
余
白
Ⅱ
５
 ど
の
教
育
施
設
で
教
育
在
受
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
記
録
る
」
と
の
醗
繊
蓬
示
し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
（
Ｈ
Ｉ
Ｃ
ｉ
ｔ
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
と
Ｍ

隔
手
術
の
実
証
実
験
に
も
取
り
組
み
た
い
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

蕊
謬
深
澤
矛
躍
総
誌
維
艫
綴
鮭
蕊
灘
園
内
初
の
霞
実
驚
鯉
鳴
控
継
難
況
一
刻
寵
霊

ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
は
、
の
国
産
手
術
支
媛
ロ
ボ
ッ
ト
ス
・
２
０
２
１
年
開
詮
ｌ
手
術
指
導
の
実
現
可
能
性
を
い
て
「
外
科
医
に
と
っ
て
あ
の
技
術
だ
っ
た
」
が
、
そ
れ
な
が
る
。
須
田
教
授
は
こ
れ
実
証
実
験
会
場
と
な
っ
た
す
る
藤
田
医
科
大
学
塁
犀
先
ク
ス
の
商
用
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

メ
デ
ィ
カ
ロ
イ
ド
（
川
崎
重
シ
ス
テ
ム
。
医
師
は
患
者
の
 
の
共
同
事
業
と
し
て
、
７
日
 
検
証
し
た
。
り
が
た
い
」
と
評
価
。
宇
山
が
組
織
横
断
的
な
形
に
変
わ
に
加
え
、
遠
隔
で
の
見
学
や
東
京
遠
隔
ロ
ボ
ッ
ト
実
験
施
端
医
羅
研
究
セ
ン
タ
ー
内
の
専
用
線
（
１
０
０
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
）

工
業
と
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
の
共
体
か
ら
離
れ
た
コ
ッ
ク
ピ
ッ
に
開
設
さ
れ
た
宝
皐
遠
隔
ロ
 
実
験
で
指
導
に
当
た
っ
た
教
授
は
手
術
指
導
後
、
露
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
伴
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
ま
た
設
は
、
遠
隔
手
術
の
実
証
実
遠
隔
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
で
つ
な
ぎ
、
還
隔
操
作
壷
実

同
出
資
に
よ
り
２
０
１
３
年
 ト
で
内
視
鏡
の
立
体
画
像
を
ポ
ッ
ト
実
験
施
設
と
約
３
０
 宇
山
-朗
・
同
大
学
先
端
口
離
が
離
れ
て
い
る
こ
と
は
感
い
、
手
術
の
方
法
と
使
い
こ
 医
凍
経
営
改
善
や
政
策
へ
の
験
を
は
じ
め
、
手
術
か
ら
得
般
（
４
階
）
に
設
症
す
る
予
技
指
導
で
き
る
体
制
を
整
備

設
立
）
が
開
発
し
た
日
本
初
確
認
し
な
が
ら
手
術
器
具
や
０
ず
離
れ
た
同
学
内
の
メ
デ
ボ
ッ
ト
・
内
視
鏡
手
術
学
鱗
じ
さ
せ
な
い
操
作
感
」
で
、
な
し
方
を
全
国
に
唇
え
る
必
活
用
の
可
能
性
も
示
唆
し
、
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
定
だ
。
す
る
。
同
大
学
は
こ
の
専
用

内
視
鏡
を
取
り
付
け
た
ア
ー
 イ
カ
ロ
イ
ド
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
座
教
授
／
先
端
外
科
治
譲
開
「
自
分
の
感
覚
で
は
微
塵
も
 要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
 「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
 （
Ｓ
ｕ
ｒ
ｇ
ｌ
Ｃ
ａ
ｌ
 ｌ
同
セ
ン
タ
ー
は
、
次
世
代
線
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
８

授
 
ム
を
操
作
し
て
手
術
す
る
。
 
ン
ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
名
古
屋
 
発
共
同
研
究
輔
座
教
授
は
、
 
ず
れ
て
い
な
い
。
実
際
は
少
日
本
人
外
科
医
が
好
む
よ
う
 
得
ら
れ
る
よ
う
な
Ｓ
ｕ
ｒ
ｇ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
Ｃ
医
家
・
研
究
の
拠
点
こ
し
て
 
Ｋ
画
像
で
実
施
し
た
場
合
で

露
須
田
教
授
は
「
複
数
の
拠
点
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
-Ｎ
ａ
ｇ
Ｏ
ｙ
「
遠
隔
施
設
か
ら
現
地
の
人
し
遅
れ
て
い
る
が
、
人
間
の
な
手
術
用
の
ロ
ボ
ッ
ト
や
卜
ｉ
Ｃ
ａ
ｌ
ｌ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
）
の
効
果
検
証
を
目
的
に
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、
先
端
も
非
圧
縮
で
遅
延
の
少
な
い

須
か
ら
同
時
に
１
つ
の
場
所
に
 ａ
）
の
間
で
実
施
。
Ｍ
Ｉ
Ｌ
 
を
手
術
す
る
と
い
う
考
え
方
感
覚
で
わ
か
る
よ
う
な
遅
れ
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
、
施
設
に
 
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
Ｃ
ｅ
を
国
の
中
で
 
デ
ー
タ
転
送
が
可
能
で
、
非

】

-
-
麺

長
ア
ク
セ
ス
し
て
技
術
や
摘
報
-Ｎ
ａ
ｇ
Ｏ
ｙ
ａ
で
模
擬
臓
も
ひ
と
つ
あ
る
」
と
し
つ
つ
、
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
。
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
る
よ
利
活
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
圧
縮
の
１
０
０
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
転

謬
送
技
術
は
将
来
的
に
海
外
と

雪
■
万
一
》
、
ｑ

儀
鶚
篝
驍
蕊
鑿
謹
議
雲
雲
蕊
菫
，
蕊
壗
霊

山
の
遠
隔
手
術
に
不
可
欠
な
技

授
実
証
実
験
は
、
同
大
学
先
を
、
室
皐
か
ら
熟
練
医
師
が
説
明
し
た
。
ま
た
実
験
に
当
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
操
作
に
手
術
で
得
た
デ
ジ
タ
ル
築
に
使
い
た
い
」
と
し
た
。
 
宇
 
術
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ

る
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、
国
内

、教
端
外
科
治
癩
開
発
栞
同
研
究
ｈ
ｉ
ｎ
Ｏ
ｔ
Ｏ
ｒ
ｉ
の
サ
ー
た
っ
て
は
、
蛇
ミ
リ
セ
カ
ン
．
侭
れ
る
た
め
、
学
会
が
決
め
デ
ー
タ
を
国
内
で
活
用
へ
、
唱
郡
吐
醒
皿
匪
軍
ｍ
ｃ
唖
奔
《

牽
外
の
外
科
医
は
Ｈ
Ｉ
Ｃ
ｉ
ｔ

割
顯
座
（
メ
デ
イ
カ
ロ
イ
ド
。
 
ジ
ョ
ン
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
を
用
 
ド
の
遅
延
（
画
像
の
圧
縮
。
た
方
法
に
従
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ま
た
須
田
教
授
に
よ
る
 
の
重
要
性
は
外
資
系
メ
ー
カ

指
 ｙ
に
い
な
が
ら
、
３
０
０
欲

『
先
か
ら
熟
練
医
師
の
指
導
を

ら
 
２
０
１
９
年
曲
駅
竪
▽
同
大
 
い
て
共
同
で
手
術
（
Ｄ
 
ｔ
 
解
凍
Ⅱ
羽
ミ
リ
セ
カ
ン
ド
、
 
ン
グ
を
種
む
必
要
が
あ
る
。
 
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
世
界
-
も
認
識
し
て
い
る
が
、

、郵
学
高
度
憎
報
医
擦
外
科
学
共
 
Ｏ
 
Ｐ
 ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
 
Ｄ
）
 
通
信
Ⅱ
７
ミ
リ
セ
カ
ン
ド
、
 
須
田
教
授
に
よ
る
と
、
今
ま
 
で
増
加
し
て
お
り
、
新
規
参
「
ｄ
ａ
Ｖ
ｉ
ｎ
Ｃ
ｉ
」
に
 
 
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

同
研
究
購
座
（
シ
ス
メ
ッ
ク
す
る
場
面
を
想
定
し
、
遠
隔
通
信
速
度
の
揺
ら
ぎ
を
な
く
 
で
外
科
手
術
は
基
本
的
に
は
 
入
す
る
企
業
も
増
え
て
い
使
わ
れ
て
い
る
Ｓ
ｕ
ｒ
亭
１
 
と
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
義
務
化
な
ど
、
政
府
も
取
組
み
を
強
化
し
て

い
る
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
省
力
化
策
も
注
目

を
集
め
て
い
る
。
一
方
、
病
院
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
相

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
業
務
Ｚ
次
ぎ
、
新
た
な
脅
威
と
し
テ
在
会
問
題
化
。
Ｉ
Ｔ
ｌ
Ｂ
Ｃ

ロ
セ
ス
や
医
譲
サ
ー
ビ
ス
を
変
革
し
、
患
者
や
そ
の
家
《
Ｐ
の
構
築
も
必
須
と
言
え
る
。
本
紙
で
は
、
今
週
号
の

族
、
医
振
従
事
者
に
新
た
な
価
値
蓬
提
供
す
る
医
漂
Ｄ
ｘ
当
ロ
ボ
ッ
ト
遍
と
沓
言
の
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
取
組
み
が
加
速
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
唾
対
策
編
」
の
２
回
に
分
け
て
、
医
擦
Ｄ
Ｘ
特
集
を
濁
載
す
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
を
次
々
に
導
入

医
療
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
挑
戦

富
家
病
院
富
家
隆
樹
院
長

「
高
室
先
進
哩
性
期
医
療
一
を
目
指
し
、
「
さ
れ
た
い
医
療
、
さ
れ
た
い
看
護
、
さ
れ
た
い
介
護
」
を
理
念
に
掲
げ

は
、
気
管
内
チ
ュ
ー
ブ
の
先

端
に
つ
い
て
い
る
風
船
状
の

カ
ブ
の
圧
力
を
常
時
一
定
に

維
持
す
る
装
置
で
、
１
５
９

台
導
入
し
て
い
る
。
カ
ブ
圧

調
整
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
防

止
や
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て

い
る
患
者
の
呼
吸
器
管
理
な

ど
に
必
要
だ
が
、
「
人
知
れ

ず
大
変
な
仕
事
」
だ
と
い

う
。
「
毎
日
朝
と
夕
、
看
瞳
師

が
手
動
で
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
カ
フ
キ
ー
パ
ー
が

あ
れ
ば
そ
れ
を
し
な
く
て
も

済
む
。
当
院
に
は
気
管
カ
ニ

ュ
ー
レ
患
者
が
約
１
２
０
人

お
り
、
そ
の
手
間
が
大
幅
に

者
の
横
隔
膜
を
圧
迫
す
る
こ

と
が
な
く
、
呼
吸
負
担
が
軽

減
し
、
移
乗
も
し
や
す
い
」
。

眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は
「
個
室
で

の
呼
吸
状
態
や
、
心
拍
、
睡

眠
状
況
な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
で
き
る
た
め
リ
ハ
ビ
リ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
改
善
な
ど
に
利
用
し
て
い

る
」
と
話
す
。

ネ
コ
型
の
配
膳
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
誕
生
日
や
記
念
日
な

ど
、
特
別
な
日
を
盛
り
上
げ

る
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
 
ム
は
病
棟
の
看
護
師
が
全
員

さ
ら
に
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
装
着
し
、
場
所
も
距
離
も
間

み
に
は
、
同
院
の
研
修
セ
ン
 
わ
な
い
シ
ー
ム
レ
ス
な
コ
ミ

タ
ー
入
口
に
設
症
し
た
拍
手
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し

ｑ
 

０
-１
ぃ
 

０
Ｆ
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、
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